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「おかえり～」

　待望の学校再開！
２地方創生臨時交付金 9008万円

6コロナ対策のための条例を制定

９あらゆる支援策で新型コロナウイルス対策を  など ５人が一般質問

特集

４子ども医療費を完全無料化 議案審議

５月会議



特　　集特　　集　－議題の核心に迫る－

地方創生臨時交付金　　９００８万円地方創生臨時交付金　　９００８万円
第一次補正予算

※イメージです

※イメージです

特　　集　－議題の核心に迫る－

６ 月
会 議

新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金交付事業（Ｐ６参照）

事業継続地域支援事業（３０００万円）

町民バス定期券料金返還（４８５万円）

必需物品供給事業や手作りマスク制作事業（１００５万円）（Ｐ５参照）

ひとり親世帯への臨時生活支援事業（４７０万円）

内閣府地方創生推進室

　
令
和
２
年
定
例
会
６
月
会
議
を
６
月
３
日
か
ら
４
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
補
正
予
算
や
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
、工
事
請
負
契
約
の
締
結
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
う
住
民
や
事
業
者
へ
の
支
援
策
等
、12
件
の
議
案

を
審
議
し
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一般
質
問
は
５
人
の
議
員
が
、そ
れ
ぞ
れ
町
の
対
応
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

県の特別措置法により休業や営業時間短縮の要請に応じた
事業者への協力金
１事業者あたり３０万円を交付（県２０万円・町１０万円負担）　

持続化給付金に該当しない事業者が対象
２０１９年の月平均の事業収入と対象月の月収を
比較し２０～５０％未満減少した事業者へ
１事業者あたり１０万円を支援　

多賀城・七ヶ浜商工会会員
の店舗等で利用可能なク
ーポン券を配布
１世帯あたり１,０００円

大規模災害時に設置する避難所において、感染拡大防止に配慮した
運営のため間仕切りや段ボールベット、防護具セット、非接触体温計、
消毒液等を整備

見本
使用期限は7月31日まで

ひとり親へ臨時生活支援給付金
１世帯あたり１万円
子ども１人あたり１万円
海苔とお米セットを支給

緊急事態宣言により
在宅勤務や休業で、
通学休止になった方
へ、町民バス 「ぐるり
んこ」の定期券料金
の返還など

７５歳以上の高齢者や
障がい者に対しマスク
を配布
保育園児や幼稚園児、
約３００人の子ども用
マスクの製作を依頼

地方創生臨時交付金　　９００８万円
第一次補正予算

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、国の第一次補正予算の１兆円　  の内、約９００８万円が本町に交付されました。
臨時交付金を使った支援事業の一部をご紹介します。

飲食・サービス業等応援事業（３９０万円）（Ｐ６参照）

災害避難所感染症対策環境整備事業（１９２８万円）（Ｐ５参照）
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こんなことが決まりました－条例などの議案審議－

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

内　
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
に
感
染
し
た
被
用
者
に
、

傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

内　
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
に
感
染
し
た
被
用
者
に
、

傷
病
手
当
金
支
給
に
係
る
申

請
受
付
を
行
う
も
の
で
す
。

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正内　
容

　

低
所
得
者
の
保
険
料
が
、

軽
減
さ
れ
る
規
定
を
定
め
る

も
の
で
す
。

採
決
の
結
果（
４
議
案
）

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

議案
審議

子ども医療費(18歳以下)を完全無料化に

こんなことが決まりました－補正予算の議案審議－

質
　
疑

　

　

工事名：令和２年度長須賀多目的広場管理棟新築工事

契約先：有限会社遠藤工務店

金　額：５４９７万円

工　期 ：令和３年１月２９日

工　事　契　約工　事　契　約

条 

例 

改 

正

●
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

内　
容

　

子
ど
も・子
育
て
支
援
を

拡
充
す
る
独
自
施
策
と
し
て
、

所
得
上
限
を
撤
廃
す
る
も
の

で
す
。

　
　
新
た
な
対
象
人
数
と
医

　
　
療
費
は
。ま
た
、全
体
の

人
数
と
総
医
療
費
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　
対

　
　
象
人
数
は
約
６
０
０
名
、

医
療
費
は
２
０
０
０
万
円
ほ

ど
の
増
加
と
な
る
。全
体
の

人
数
は
約
２
６
０
０
名
に
な

り
、総
医
療
費
は
７
２
０
０
万

円
に
な
る
と
予
想
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
条
例
は
、短
期
的

　
　

な
撤
廃
な
の
か
、そ
れ

と
も
恒
久
的
な
条
例
な
の
か
。

　
　
町
長　
恒
久
的
な
位
置

　
　
づ
け
で
あ
る
。

10月から所得上限を撤廃

問答問答

立面図

　
　
場
所
と
基
数
は
。

　令和２年度一般会計補正予算（第２号）は、歳入歳出それぞれ１億６０５
６万円を追加し、９４億６４６４万円としました。
　主なものは、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業や子
ども医療費助成事業の拡充、コミュニティ助成事業などです。本議案は原案
のとおり可決しました。

質
　
疑

　
　
防
災
備
蓄
倉
庫
の
設
置

　
　
場
所
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長　
ア
ク

　
　
ア
リ
ー
ナ
第
５
駐
車
場

の
防
災
倉
庫
脇
と
、松
ケ
浜

小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

近
く
の
防
災
倉
庫
脇
の
計
２

カ
所
で
あ
る
。

　
　
高
齢
者
等
へ
の
配
布
方

　
　
法
は
。

　
　
長
寿
社
会
課
長　
対
象

　
　

者
１
人
に
１
０
０
枚
ず

つ
を
配
布
予
定
と
し
て
お
り
、

配
布
方
法
は
郵
送
を
考
え
て

い
る
。

　
　
建
設
課
長　
主
に
汐
見

　
　
台
地
区
の
６
基
を
新
し

い
も
の
に
交
換
す
る
予
定
で

あ
る
。

答 問

お 容も な 内

復興振興特別交付税へ追加
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
へ追加
東北観光復興対策交付金
繰越金へ追加

１１３２万円
６４２２万円

８５７万円
５０７３万円

補 正 額

歳
　
　
入

歳
　
　
出

災害避難所用消耗品代
子ども医療費助成金へ追加
多言語誘導看板整備工事
町内街路灯等補修工事

１９２８万円
６５０万円
１３００万円
４００万円

一　　般　　会　　計

　
　

段
ボ
ー
ル
ベッ
ト
の
台

　
　
数
や
保
管
場
所
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長　
新
た

　
　
に
購
入
す
る
防
災
備
蓄

倉
庫
に
、３
０
０
台
購
入
し

保
管
す
る
。各
地
区
の
倉
庫

に
空
き
が
あ
れ
ば
２
、３
台

置
い
て
お
き
た
い
。

　
　
産
業
課
長　
表
記
は
日

　
　
本
語
と
英
語
を
考
え
て

い
る
。

　
　

場
所
は
決
ま
っ
て
い
る

　
　
の
か
。

　
　

塩
釜
駅
や
多
賀
城
駅
、

　
　
砂
山
苑
、貞
山
苑
、菖
蒲

田
海
水
浴
場
２
カ
所
、国
際

村
、君
ヶ
岡
公
園
、観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
、多
聞
山
の
計
10

カ
所
で
あ
る
。

補正
予算

新型コロナウイルス感染症への対策新型コロナウイルス感染症への対策

高
齢
者
等
マ
ス
ク
購
入
代

　
　
　
　
（
９
９
０
万
円
）

防
災
備
蓄
倉
庫
購
入
代

　
　
　
　
（
３
３
９
万
円
）

　
　
　
　
　
　

答 問

災
害
避
難
所
用
消
耗
品
代

　
　
　
（
１
９
２
８
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　

答 問 町
内
街
路
灯
等
補
修
工
事

　
　
　
　
（
４
０
０
万
円
）

汐
見
台
南
第
１
集
会
所

　
　

改
修
工
事（
99
万
円
）

　
　
工
事
の
内
容
は
。

問答

問答地
区
公
民
分
館

　
　

改
修
事
業
補
助
金

　
　
　
　
（
１
１
０
万
円
）

　
　
工
事
の
内
容
は
。

問答

多
言
語
誘
導
看
板

　
　
　
　
　

整
備
工
事

　
　
　
（
１
３
０
０
万
円
）

　
　
言
語
の
種
類
は
。

問答問答

　　
　

　
　
生
涯
学
習
課
長　
玄
関

　
　
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や

ト
イ
レ
の
手
す
り
が
主
な
内

容
で
あ
る
。

　
　
生
涯
学
習
課
長　
汐
見

　
　
台
南
第
１
集
会
所
の
外

壁
お
よ
び
屋
根
の
改
修
工
事

で
あ
る
。

バリアフリー化する玄関

平面図
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●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
被
保
険
者
等
に
対

す
る
国
民
健
康
保
険
税
及
び

介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す

る
条
例
を
制
定

内　
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
被
保
険
者
等
に
対

す
る
国
民
健
康
保
険
税
お
よ

び
介
護
保
険
料
を
減
免
し
、

当
該
被
保
険
者
等
の
負
担
軽

減
を
図
る
も
の
で
す
。

　
　

負
担
軽
減
に
関
し
て
、

　
　
令
和
元
年
の
調
査
は
。

　
　

税
務
課
長　

行
っ
て
い

　
　
な
い
。

　
　
負
担
軽
減
に
よ
る
影
響

　
　
の
見
込
み
は
。ま
た
、国

の
財
政
措
置
は
。

　
　

そ
れ
相
応
に
上
が
っ
て

　
　
く
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

財
政
措
置
は
１
０
０
％
実
費

補
て
ん
さ
れ
る
と
見
て
い
る
。

こんなことが決まりました－５月会議－

　

●一般
会
計
補
正
予
算

内　
容

　

令
和
２
年
度
の一
般
会
計

予
算
に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
19
億
５
４
０
７
万
円
を
追

加
し
、総
額
を
93
億
４
０
７

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
特
別
定
額
給
付
金
の
申

　
　

請
書
の
送
付
の
際
に
、

視
覚
障
害
や
Ｄ
Ｖ
被
害
等
の

事
情
が
あ
る
方
へ
の
配
慮
は

し
た
の
か
。ま
た
、詐
欺
防
止

の
注
意
喚
起
は
。

　
　
長
寿
社
会
課
長　
Ｄ
Ｖ

　
　

被
害
者
等
へ
は
、基
準

に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
る
。視

覚
障
害
が
あ
る
方
へ
は
、一括

で
送
っ
た
あ
と
、個
別
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
確
実
に
申
請

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
丁

寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
詐
欺
防
止
と
し
て
、申

請
書
の
裏
面
に
大
き
く
載
せ

て
い
る
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

コロナ対策のための
　　　　　　　　条例を制定

●
令
和
元
年
台
風
19
号
に
よ

る
災
害
被
害
者
に
対
す
る
国

民
健
康
保
険
税
及
び
介
護
保

険
料
の
減
免
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

内　
容

　
令
和
元
年
台
風
19
号
に
よ

る
災
害
被
害
者
に
対
す
る
国

民
健
康
保
険
税
お
よ
び
介
護

保
険
料
の
減
免
措
置
を
延
長

し
、当
該
災
害
被
害
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

　
　
対
象
世
帯
数
と
減
免
に

　
　
係
る
見
込
み
は
。　　

　
　
税
務
課
長　
国
保
１
世

　
　

帯
１
名
の
７
５
０
０
円

で
あ
り
、介
保
１
世
帯
２
名

の
７
万
３
９
２
０
円
で
あ
る
。

採
決
の
結
果

い
ず
れ
も
反
対
な
く
全
会
一

致
で
可
決

コロナ対策のための
　　　　　　　　条例を制定
　５月会議を５月15日に開催し、新型コロナウイルス感染症に関する
条例の制定や一般会計補正予算等を審議しました。

５ 月
会 議

質
　
疑

条　

例　

制　

定

条　

例　

改　

正

質
　
疑

問答問答

問答
　
　
国
か
ら
の
財
政
措
置
は
。

　
　
全
額
と
見
て
い
る
。

問答

　

補　

正　

予　

算

質
　
疑

問答

お 容も な 内

特別定額給付金給付事業費補助金
子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費補助金
新型コロナウイルス感染拡大防止協力金交付事業補助金

１８億８００１万円
２４７３万円
２６４０万円

補 正 額
歳
　
　
入

歳
　
　
出

特別定額給付金
子育て世帯への臨時特別給付金
新型コロナウイルス感染拡大防止協力金
飲食・サービス業等応援クーポン券支給事業費補助金

１８億５８２０万円
２２００万円
３９６０万円
６８０万円

一　　般　　会　　計

提出議案採決結果一覧　（６/３～６/４）

　６月会議では、条例改正や契約関係、補正予算等の議案を審議をしました。

●全会一致の議案等

掲　載
ページ補　正　予　算

掲　載
ページ契　約　関　係

○工事請負契約「令和２年度長須賀多目的広場管理
　棟新築工事」

４

掲　載
ページ条　例　改　正

○国民健康保険条例の一部改正
○後期高齢者医療に関する条例の一部改正
○子ども医療費の助成に関する条例の一部改正
○介護保険条例の一部改正

４
４
４
４

○令和２年度一般会計補正予算（第２号）
○令和２年度国民健康保険事業特別会計補正予算
　（第１号）
○令和２年度介護保険特別会計補正予算（第１号）

５
－

－

提出議案採決結果一覧　（５/１５）

　５月会議では、条例の制定や改正、補正予算等の議案を審議をしました。
　なお、議案名は略して記載しています。

●全会一致の議案等
掲　載
ページ条　例　制　定　・　改　正

○新型コロナウィルス感染症の影響により収入が減
　少した被保険者等に対する国民健康保険税及び
　介護保険料の減免に関する条例
○台風１９号による災害被害者に対する国民健康
　保険税及び介護保険料の減免に関する条例の一
　部改正
○町税条例の一部改正
○東日本大震災における原子力発電所の事故によ
　る災害被害者に対する国民健康保険税及び介護
　保険料の減免に関する条例の一部改正
○都市計画税条例の一部改正
○(専決処分)町税条例等の一部改正
○(専決処分)国民健康保険税条例の一部改正
○(専決処分)都市計画税条例の一部改正

６

６

－
－

－
－
－
－

掲　載
ページ補　正　予　算

○令和２年度一般会計補正予算（第１号） ６

５ 月
会 議

６ 月
会 議
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　６月会議の一般質問は、３日に行い、５人が活発な議論を展開し
ました。
　内容は質問者の原稿を原文に近い形で９ページから13ページに
掲載しています。
　なお、タイトルは通告のとおりです。

熊谷 　明美　・・・・・・・  ９ページ

○ あらゆる支援策で新型コロナウイルス対策を

木　村　 稔　・・・・・・・ 11ページ

○ 非常時の危機管理体制と対策について
○ 公共施設内の店舗の家賃について
○ 住居確保給付金制度について

町 

政 

を 

問 

う

ズバリズバリ一 般 質 問 一 覧 表

※傍聴される方には、一般質問の要旨が記載されている資料を
　配布しています。

一般質問とは・・・
　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対し、事務の執行状況
や、将来の方針について、所信や疑問をただすこと、あるいは報告や
説明を求めることを言います。

仁田 　秀和　・・・・・・・ 10ページ

○ 新型コロナウイルス感染症に関する支援について

歌　川　 渡　・・・・・・・ 13ページ

○ 長須賀多目的広場に「桜並木」を
○ 通学路危険ブロック塀の安全対策（除去及び改修）
○ 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の有効活
　 用について

○ 放課後児童クラブの運営について
○ 観光協会との連携について

遠藤 　久和　・・・・・・・ 12ページ

町の考えを聞く 一 般 質 問

問
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　

感
染
症
予
防
へ
の
取
り

組
み
は
、長
期
に
わ
た
る
事

を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。経
済
的
や
精
神
的
、慣
れ

な
い
生
活
様
式
等
に
よ
っ
て

大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
全

町
民
に
対
し
て
、あ
ら
ゆ
る

支
援
策
を
提
案
し
対
応
す
べ

き
で
あ
る
。対
応
策
関
連
の

内
容
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
案

内
で
き
る
専
用
窓
口
や
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
の
設
置
の
考
え
は
。

　
　
町
長　
特
別
定
額
給
付

　
　
金
の
専
用
窓
口
は
水
道

庁
舎
に
設
置
し
た
。事
業
継

続
支
援
金
も
同
様
に
考
え
て

い
る
。専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
関

し
て
は
役
場
の
代
表
番
号
に

か
け
て
欲
し
い
。

答

　
　
特
別
定
額
給
付
金
が
全

　
　
町
民
に
漏
れ
な
く
行
き

渡
る
よ
う
に
、申
告
漏
れ
や

視
覚
等
の
障
害
の
あ
る
方
へ

の
対
応
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
長
寿
社
会
課
長　
対
象

　
　
者
に
は
個
別
に
確
認
を

取
っ
て
い
る
。申
請
漏
れ
が
な

い
よ
う
に
、未
申
請
者
リ
ス

ト
で
把
握
し
対
処
す
る
。

　
　
給
付
金
や
支
援
金
等
の

　
　
詐
欺
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

町
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

だ
け
で
な
く
、防
災
無
線
や

回
覧
板
、ポ
ス
タ
ー
な
ど
で

注
意
喚
起
す
る
考
え
は
。

　
　
産
業
課
長　
チ
ラ
シ
を

　
　
全
戸
配
布
し
事
業
者
に

も
注
意
喚
起
を
す
る
。

　
　
学
校
再
開
に
あ
た
り
３

　
　
密
回
避
や
ク
ラ
ス
タ
ー

対
策
は
。

　
　
教
育
長　
５
月
の
臨
時

　
　

登
校
か
ら
、児
童
生
徒

と
教
職
員
で
訓
練
を
重
ね
、

各
学
校
の
実
態
に
合
わ
せ
て

実
施
し
て
い
る
。今
後
も
安

全
を
第一に
対
策
を
講
じ
る
。

　
　

文
科
省
は
、昨
年
末
か

　
　

ら「
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
構
想
」を
打
ち
出
し
て
い

る
。再
度
、休
業
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
時
、学
習
の
遅
れ
や

環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、国
の
予
算
活
用
な
ど
支

援
制
度
を
十
分
に
活
用
し
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　

学
校
や
各
家
庭
の
ネ
ッ

　
　
ト
環
境
の
整
備
や
調
査
、

授
業
を
行
う
上
で
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
面
を
把
握
し
、

費
用
対
効
果
も
含
め
総
合
的

に
検
討
し
I
C
T
の
活
用
を

段
階
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
不
要
不
急
の
自
粛
生
活

　
　
の
長
期
化
で
、影
響
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
達

の「
心
の
ケ
ア
」を
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
町
長　
児
童
福
祉
士
の

　
　
専
門
職
員
と
保
健
師
が

中
心
と
な
り
、関
係
機
関
と

情
報
の
共
有
に
努
め
て
い
る
。

支
援
が
必
要
な
場
合
は
心
の

ケ
ア
を
含
め
、必
要
な
支
援

を
い
ち
早
く
進
め
る
体
制
を

取
っ
て
い
る
。乳
幼
児
検
診

等
は
、一部
延
期
や
中
止
と
な

っ
て
い
る
が
、保
健
師
が
電
話

に
よ
る
個
別
確
認
を
行
い
心

の
ケ
ア
を
含
め
た
対
応
に
あ

た
っ
て
い
る
。

　
　
全
国
的
に
虐
待
が
増
え

　
　

て
い
る
。本
町
の
対
応

策
は
。

　
　

町
が
中
心
と
な
り
、関

　
　

係
機
関
へ
児
童
の
見
守

り
強
化
を
依
頼
し
て
い
る
。

見
守
り
が
必
要
な
児
童
に
関

し
て
は
、児
童
相
談
所
や
警

察
等
と
連
携
し
、緊
急
支
援

の
対
応
に
備
え
て
い
る
。

問

問答

問

答

　

問

答 問

答 問

答

答

複合災害の対応をマニュアル化し周知徹底を

　
　
感
染
症
と
自
然
災
害
の

　
　

複
合
災
害
に
備
え「
可

能
な
限
り
多
く
の
避
難
所
の

開
設
」と
内
閣
府
か
ら
通
知

が
出
て
い
る
。感
染
リ
ス
ク

を
考
慮
し
、ク
ラ
ス
タ
ー
発

生
を
防
止
す
る
た
め
、ホ
テ

ル
や
旅
館
、親
戚
、友
人
宅
、

車
中
で
の
避
難
な
ど
指
定
避

難
所
以
外
の
避
難
所
開
設
の

考
え
は
な
い
か
。

　
　

分
散
避
難
は
、本
町
の

　
　
現
状
を
見
る
と
ホ
テ
ル

や
旅
館
等
の
確
保
は
厳
し
い
。

場
所
や
面
積
、長
期
化
へ
の

対
応
な
ど
検
討
を
加
え
る
。

　
　
感
染
症
対
策
で
の
福
祉

　
　
避
難
所
の
考
え
方
は
。

　
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
の

　
　
中
で
具
現
化
す
る
。

　
　
複
合
災
害
時
に
円
滑
に

　
　
対
処
で
き
る
よ
う
、マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
、住
民
等
へ

周
知
徹
底
す
る
考
え
は
。　

　
　
町
内
の
各
団
体
の
意
見

　
　

を
聞
き
な
が
ら
、感
染

症
に
係
る
マ
ニュア
ル
を
作
成

し
、自
主
防
災
会
へ
の
説
明

会
を
含
め
、町
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
周
知
方
法

を
検
討
す
る
。

答問答 問

ギ　
　

   

ガ

答 問

熊　谷　明　美
  く  ま  が  い　      あ    け    み

町長

あらゆる支援策で
　　　新型コロナウイルス対策を

対応に努めている
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現
在
も
な
お
、国
内
感

　
　
染
が
拡
大
し
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、人
的
被
害
の
み
な
ら
ず
、

経
済
や
生
活
面
な
ど
多
方
面

に
わ
た
り
大
き
な
影
響
が
お

よ
ん
で
い
る
。感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、売
り
上
げ
が

減
少
し
て
い
る
地
元
企
業
へ

本
町
独
自
の
支
援
策
は
。

　
　
町
長　
多
方
面
に
わ
た

　
　
り
影
響
が
出
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。国
の

制
度
で
は
、持
続
化
給
付
金

や
休
業
要
請
に
対
す
る
協
力

金
の
支
給
が
あ
る
。一
方
で
、

そ
の
制
度
に
該
当
し
な
い
事

業
者
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し

て
い
る
。そ
こ
で
町
と
し
て

は
、国
の
制
度
に
該
当
し
な

い
事
業
者
を
対
象
に
独
自
支

援
と
し
て
、事
業
継
続
地
域

支
援
金
の
補
正
予
算
を
上
程

し
た
。な
お
、国
で
は
２
次
補

正
予
算
で
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
２
兆
円
増
額
す
る
と

い
っ
た
報
道
も
あ
る
の
で
、

今
後
も
引
き
続
き
情
報
収
集

町の考えを聞く 一 般 質 問

に
努
め
、必
要
と
思
わ
れ
る

支
援
を
模
索
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

　
　
り
経
済
的
負
担
が
増
し

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、負

担
軽
減
を
図
る
た
め
の
支
援

策
と
し
て
、水
道
料
金
の
基

本
料
金
を一
定
期
間
免
除
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
す
で
に
本
年
４
月
請
求

　
　

分
よ
り
基
本
料
金
の一

部
軽
減
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
の
経
済
や
景
気
状
況

に
よ
っ
て
は
、検
討
す
る
余
地

は
あ
る
と
思
う
。

　
　

医
療・福
祉
機
関
が
大

　
　

変
苦
労
さ
れ
て
い
る
。

町
独
自
で
、防
護
服
や
マ
ス

ク
、ゴ
ー
グ
ル
、消
毒
液
な
ど

を
本
町
の
医
療・福
祉
機
関

に
支
給
す
る
考
え
は
。

　
　
全
国
的
に
こ
の
よ
う
な

　
　

製
品
が
な
く
、極
め
て

手
に
入
り
づ
ら
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。今
後
、感
染
の
鎮

静
化
と
と
も
に
、防
護
服
等

の
需
給
状
況
も
徐
々
に
改
善

さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

町
独
自
の
対
応
と
し
て
、入

手
が
可
能
と
な
れ
ば
、県
の

塩
釜
保
健
所
、さ
ら
に
は
塩

釜
医
師
会
と
も
協
議
し
、そ

の
辺
を
対
処
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
被
害
者
支
援
策
の
た
め

　
　

に
、町
独
自
で
基
金
を

創
設
し
、あ
ら
ゆ
る
非
常
事

態
に
備
え
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

今
後
、非
常
事
態
と
さ

　
　
れ
る
状
況
下
で
の
経
済

策
等
は
、ま
ず
は
国
か
ら
の

財
政
支
援
が
あ
る
も
の
と
理

解
し
て
い
る
が
、そ
れ
以
上

の
対
策
の
必
要
性
が
あ
れ
ば
、

既
存
の
基
金
等
に
よ
り
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

他
の
自
治
体
で
は
、Ｇ

　
　
Ｃ
Ｆ(

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ)

を
立

ち
上
げ
、Ｃ
Ｓ
Ｏ
活
動
を
通

じ
て
、医
療
福
祉
分
野
や
経

済
分
野
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
分
野

へ
の
支
援
を
行
な
お
う
と
し

て
い
る
。本
町
に
お
い
て
も
、

そ
う
い
っ
た
支
援
を
実
現
す

る
た
め
に
、Ｇ
Ｃ
Ｆ
に
よ
る
基

金
創
設
を
す
る
考
え
は
。

　
　
医
療
機
関
や
介
護
等
の

　
　
Ｇ
Ｃ
Ｆ
が
、ど
う
い
っ
た

こ
と
が
可
能
か
再
度
検
討
は

す
る
が
、今
の
段
階
で
は
そ

れ
を
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　

国
の
１
次・２
次
補
正

　
　

に
よ
る
予
算
規
模
は
、

２
０
０
兆
円
を
超
え
る
見
通

し
で
単
年
を
は
る
か
に
上
回

る
。本
町
に
お
い
て
も
、国
の

補
正
に
な
ら
い
大
規
模
な
財

政
出
動
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

　
　

上
の
景
気
だ
と
い
う
こ

と
で
騒
が
れ
て
い
る
。ど
の

部
分
に
パ
ッ
チ
を
当
て
た
ら

い
い
の
か
、さ
ら
に
掘
り
下
げ

て
い
き
た
い
。ま
た
、災
害
が

同
時
進
行
し
た
時
の
こ
と
も

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

そ
れ
ら
も
並
行
し
て
、全
体

と
し
て
長
い
ス
パ
ン
で
、町
民

の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
に

今
後
も
し
っ
か
り
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　
　
国
の
持
続
化
給
付
金
に

　
　
関
し
て
の
申
請
サ
ポ
ー

ト
会
場
が
県
内
各
所
に
設
置

さ
れ
た
。し
か
し
、混
雑
し
て

い
る
た
め
手
続
き
等
の
サ
ポ

ー
ト
が
受
け
ら
れ
ず
申
請
が

遅
れ
て
い
る
。手
続
き
に
関

す
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

の
も一つ
の
支
援
策
と
考
え
る
。

町
と
し
て
、国
の
持
続
化
給

付
金
に
関
す
る
支
援
の
サ
ポ

ー
ト
窓
口
を
開
設
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
産
業
課
長　
商
工
業
者

　
　

に
関
し
て
は
、商
工
会

の
方
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
る
。ま
た
、漁
協
に
伺
っ
た

と
こ
ろ
、申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を

是
非
や
っ
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
各
事
業
所
を
ま

わ
る
の
で
、順
次
相
談
に
乗
っ

て
い
き
た
い
。

　
　

昨
年
と
同
様
、台
風
に

　
　
よ
る
稲
わ
ら
等
が
流
出

し
た
場
合
の
今
後
の
影
響
と

対
策
は
。

　
　
町
長　
昨
年
10
月
の
台

　
　

風
19
号
の
際
、田
ん
ぼ

に
あ
っ
た
稲
わ
ら
等
が
大
雨

に
よ
り
農
業
用
水
路
や一
部

は
海
に
流
れ
出
し
、そ
の
後

の
漁
労
活
動
に
も
大
き
く
影

響
が
出
て
い
る
。ま
た
、県
内

各
市
町
村
で
も
集
め
た
稲
わ

ら
等
の
処
分
先
が
な
く
、後

始
末
に
も
苦
慮
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。も
と
も
と
稲
わ
ら

は
、田
ん
ぼ
の
肥
料
に
す
る

た
め
、稲
刈
り
後
に
田
ん
ぼ

の
土
と
混
ぜ
合
わ
せ
る「
す

き
込
み
」と
い
わ
れ
る
作
業

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、作
業
直
前
に
大
雨
に
見

舞
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、こ
の

よ
う
な
災
害
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。再
度
同
じ
時
期
に
短

時
間
で
大
雨
が
降
れ
ば
、前

回
と
同
様
、多
方
面
に
影
響

が
出
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、洪
水
対
策
と
し

答

問答

問答

問答

問答問答

問答

問

疫病退散にご利益を

仁　田　秀　和
  に    っ    た　      ひ  で  か  ず

町長

新型コロナに関する
　　　　　　　　　独自支援策は

事業継続地域支援金や
今後も支援を模索していきたい

答 問

※
そ
の
他
に
も
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

　
「
公
共
施
設
内
の
店
舗
の
家
賃
に
つ
い
て
」

　
「
住
居
確
保
給
付
金
制
度
に
つ
い
て
」

て
、事
前
に
稲
わ
ら
を
集
積

し
撤
去
す
る
事
も
考
え
ら
れ

る
が
、作
業
時
間
や
撤
去
後

の
稲
わ
ら
を
肥
料
と
し
て
活

用
し
な
い
場
合
、別
途
に
肥

料
代
が
掛
か
る
こ
と
か
ら
得

策
と
は
思
え
な
い
。今
後
の

対
策
は
、気
象
状
況
の
事
前

把
握
や
米
農
家
の
方
々
に
、

稲
刈
り
後
に
は
で
き
る
だ
け

間
を
空
け
ず
に
田
ん
ぼ
に
散

ら
し
た
稲
わ
ら
の
す
き
込
み

作
業
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

要
請
し
て
い
く
。

　
　
河
川
か
ら
海
洋
に
流
出

　
　
し
た
稲
わ
ら
等
の
速
や

か
な
対
策
も
、今
後
、漁
業
者

の
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、毎
年
増
加
し
て
い

る
台
風
被
害
の
現
状
を
踏
ま

え
た
場
合
、県
に
よ
る
速
や

か
な
対
応
が
で
き
な
い
状
況

も
考
え
ら
れ
る
。そ
の
場
合

の
漁
業
者
が
受
け
る
影
響
を

少
し
で
も
軽
減
す
る
対
策
を

本
町
は
県
と
協
議
し
て
い
る

の
か
。

　
　
産
業
課
長　
海
の
中
の

　
　
こ
と
と
な
る
と
県
の
水

産
林
政
部
の
対
応
と
な
る
。

水
産
林
政
部
と
の
話
し
で
は
、

突
発
的
な
こ
と
で
あ
り
予
算

も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、去

年
急
遽
、国
の
水
産
多
面
的

機
能
発
揮
対
策
事
業
で
２
０

０
０
万
円
の
予
算
を
か
け
て

海
底
を
小
型
の
底
引
き
漁
船

で
さ
ら
っ
て
は
い
た
が
、資
金

が
底
を
尽
い
て
全
て
は
さ
ら

い
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
回

答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。本
町

と
し
て
も
今
後
、も
し
、同
じ

よ
う
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
ど
う
す
る
の
か
を
県
に
問

い
合
わ
せ
た
が
、明
快
な
回

答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
　
漁
業
者
に
お
話
し
を
伺

　
　
っ
た
が
、昨
年
の
台
風
19

号
で
海
洋
へ
流
出
し
沈
殿
し

た
稲
わ
ら
等
が
、海
が
荒
れ

る
度
に
網
に
絡
ま
っ
て
ま
と

も
に
漁
に
な
ら
な
か
っ
た
り
、

網
が
使
い
物
に
な
ら
な
く
な

り
買
い
換
え
た
漁
業
者
も
い

た
そ
う
で
あ
る
。当
然
、漁
獲

量
も
落
ち
込
み
、昨
年
の
台

風
19
号
の
漁
業
へ
の
被
害
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
も
あ
っ
て
、さ
ら
に
尾
を
引

き
ず
っ
て
い
る
。ま
た
、漁
業

者
の
中
に
は
、多
重
の
支
払
い

が
あ
る
方
も
お
り
、今
後
、海

へ
稲
わ
ら
等
が
流
出
し
た
場

合
の
対
策
は
急
務
で
あ
る
。

漁
協
に
は
直
接
出
向
き
定
期

的
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
稲
わ
ら
に
関
し
て
は
取

　
　
っ
て
い
な
い
。

問

　

答

　

水
産
業
の
再
生・漁
村
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
、漁
業
者

等
が
行
う
水
産
業
等
の
多
面

的
機
能
の
効
果
的・効
率
的
な

発
揮
に
資
す
る
地
域
の
活
動

を
支
援
す
る
事
業
。

水
産
多
面
的
機
能
発
揮

　
　
　
　

対
策
事
業
と
は

ひ 

と 

口 

メ 

モ

問

答
は
っ
き

木　村　　稔
き    む     ら 　　    み  の  る

町長

河川から海に流出した
　　稲わら等の速やかな対策を

県から明快な回答は
　　　　  得られなかった

く
り
ょ
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町の考えを聞く 一 般 質 問

　
　
支
援
員
は
現
在
フ
ル
タ

　
　
イ
ム
で
就
業
し
て
い
る
。

他
の
自
治
体
で
は
、扶
養
の

範
囲
で
雇
用
を
希
望
す
る
支

援
員
が
多
く
、年
度
後
半
の

シ
フ
ト
が
回
ら
な
い
と
の
声

が
あ
る
が
ど
う
な
の
か
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　
事

　
　
前
に
調
整
を
し
て
い
き

た
い
。

　
　
利
用
者
の
自
粛
協
力
が

　
　

あ
っ
て
も
密
な
環
境
は

否
定
で
き
な
い
。対
策
は
。

　
　

子
ど
も
た
ち
へ
の
関
わ

　
　
り
を
考
え
る
と
難
し
い

部
分
が
あ
る
。

　
　

観
光
協
会
が一
般
社
団

　
　
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、大
き
な
事
業
は
菖

蒲
田
海
水
浴
場
の
運
営
事
業

が
大
半
を
占
め
て
い
る
。万

全
な
安
全
対
策
を
充
実
し
多

く
の
来
客
者
か
ら
も
、子
ど

も
を
連
れ
て
い
く
の
に
安
心

だ
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。今
の
体
制
は
全
国

的
に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
近

づ
い
て
い
る
と
考
え
る
。し
か

し
、海
開
き
に
関
し
て
現
時

点
で
は
何
の
判
断
も
示
さ
れ

て
い
な
い
。　
今
回
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
観
光
協
会

や
出
店
関
係
、協
力
団
体
へ

の
影
響
は
あ
ま
り
に
も
大
き

い
。現
場
で
準
備
を
進
め
る

方
々
に
何
も
説
明
や
協
議
の

場
も
な
い
の
は
い
か
が
な
も

の
か
。

　
一般
社
団
法
人
と
は
い
え
、

ほ
ぼ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
町

の
事
業
に
協
力
し
活
動
し
て

い
る
団
体
で
あ
る
。以
前
、安

定
的
な
運
営
の
た
め
に
委
託

事
業
の
検
討
を
促
し
、対
応

し
た
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た

が
、何
の
対
策
や
協
議
も
な

い
。今
の
ま
ま
で
は
秋
ま
で

に
運
営
は
で
き
な
い
状
況
に

な
る
。観
光
協
会
を
町
は
必

要
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長　
協
会
の
運
営
収

　
　
入
は
菖
蒲
田
海
水
浴
場

の
運
営
収
入
で
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。早
い
段
階

で
の
決
定
を
し
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
て
い
た
が
、さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
収
集
し
、中
止

を
決
め
た
。一同
に
会
す
る
会

議
は
難
し
く
、個
別
に
団
体

に
意
見
を
求
め
、中
止
す
べ

き
と
の
回
答
を
受
け
、今
回

の
決
定
と
な
っ
た
。運
営
安

定
の
た
め
２
点
の
委
託
案
を

提
示
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
協
議
の
場
は
あ
っ
た
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。協
会
は

必
要
な
団
体
で
あ
り
協
議
し

て
い
き
た
い
。

問

　
　
今
年
の
海
水
浴
場
の
開

　
　

設
は
難
し
い
の
は
理
解

し
て
い
る
。し
か
し
、ど
の
部

分
に
問
題
が
あ
る
の
か
。改

善
す
べ
き
点
な
ど
を
協
議
す

べ
き
。ワ
ク
チ
ン
が
で
き
な
け

れ
ば
、何
も
で
き
な
い
と
な

る
の
で
は
。ま
た
協
議
の
場

は
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、大

変
食
い
違
い
が
あ
る
。担
当

課
は
し
っ
か
り
上
に
情
報
を

あ
げ
て
ほ
し
い
。

　
　
具
体
的
な
企
画
を
あ
げ

　
　
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　
　
長
須
賀
多
目
的
広
場
１

　
　

工
区・２
工
区
の
県
道

七
ヶ
浜・多
賀
城
線
に
沿
っ
て
、

遊
歩
道
を
備
え
た
桜
並
木
を

植
栽
す
る
考
え
は
。桜
と
桜

の
間
に
は
町
花
の
は
ま
ぎ
く

を
植
栽
し
、春
と
秋
に
住
民

に
親
し
ま
れ
る
憩
い
の
場
所
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
取
り

組
む
考
え
は
。

　
　
町
長　
復
興
派
遣
支
援

　
　
を
い
た
だ
い
た
愛
知
県

大
府
市
か
ら
花
桃
の
苗
木
44

本
の
寄
附
が
あ
り
、１
工
区

の
広
場
を
囲
む
形
で
、外
周

７
０
０
㍍
、幅
１・５
㍍
の
カ

ラ
ー
舗
装
の
遊
歩
道
に
沿
っ

て
植
栽
を
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、夏
の
日
差
し
対
策
と

し
て
大
型
遊
具
付
近
に
白
樫

を
植
栽
す
る
予
定
。

　
町
花
の
は
ま
ぎ
く
は
菖
蒲

田
海
浜
公
園
と一
体
的
な
憩

い
の
場
と
し
て
整
備
し
た
い
。

答

問答

問

観
光
協
会
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か

必
要
な
団
体
で
あ
る

町
長

問答

問

答

　
　
４
月
よ
り
指
定
管
理
者

　
　
に
よ
る
運
営
に
対
す
る

質
問
を
し
て
き
た
。町
と
利

用
者
の
保
護
者
や
支
援
員
と

の
直
接
の
協
議
の
場
を
設
け

る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
臨
時
休
校
で
の
現
在
ま

で
の
運
営
状
況
や
保
護
者
と

の
協
議
、支
援
員
と
の
協
議
、

な
ら
び
に
支
援
員
の
体
制
は
。

　
　
町
長　
日
曜
や
祝
日
を

　
　
除
き
８
時
か
ら
18
時
30

分
ま
で
開
所
し
て
い
る
。自

粛
協
力
い
た
だ
い
た
保
護
者

に
は
利
用
料
の
還
付
を
行
っ

た
。保
護
者
と
の
全
体
協
議

は
難
し
い
の
で
、個
別
の
相
談

で
対
応
し
指
定
管
理
者
と
の

定
例
会
議
に
て
支
援
員
や
運

営
状
況
を
共
有
し
て
い
る
。

７
月
に
意
見
交
換
の
場
を
検

討
し
て
い
る
。

問

答

遠　藤　久　和
え  ん  ど  う　      ひ  さ  か  ず

町長

放課後児童クラブの
　 体制整備や密の環境整備は

環境整備には限界がある
答

町長

長須賀多目的広場に
　　　　　　　　　「桜並木」を

「花桃」等を植栽したい
お
お
ぶ

　
　
一
昨
年
の
８
月
に
、大

　
　
阪
府
北
部
地
震
で
倒
壊

し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
事
故
を
受

け
、本
町
に
お
け
る「
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
除
去
等
費
用
補
助

交
付
」を
設
け
撤
去
と
改
修

事
業
を
行
な
っ
て
い
る
が
、直

近
で
の
町
調
査
判
定
の
各
件

数
は
何
件
か
。

　
　

町
長　

平
成
30
年
度
、

　
　
令
和
元
年
度
で
42
件
の

調
査
を
実
施
し
、Ａ
判
定（
問

題
な
し
）か
ら
Ｅ
判
定（
緊
急

改
善
）の
５
段
階
で
判
断
し
、

所
有
者
に
通
知
し
て
い
る
。

判
定
の
内
訳
は
、Ａ
１
件
、Ｂ

０
件
、Ｃ
４
件
、補
助
対
象
と

な
る
Ｄ
23
件
、Ｅ
14
件
と
な
っ

て
い
る
。　　

　
　
Ｄ
お
よ
び
Ｅ
判
定
の
補

　
　
助
金
交
付
件
数
は
。

　
　
平
成
30
年
度
と
令
和
元

　
　

年
度
を
合
わ
せ
、Ｄ
が

９
件
、Ｅ
が
３
件
で
あ
る
。

　
　
特
に
Ｅ
判
定
の
未
除
去

　
　

が
11
件
と
多
い
。早
期

改
修
と
通
学
路
の
安
全
確
保

の
た
め
、所
有
者
へ
の
補
助
交

答

問

　

問

答

付
額
を
さ
ら
に
増
額
す
る
考

え
は
。

　
　
費
用
補
助
を
令
和
２
年

　
　

度
よ
り
、１
件
当
た
り

上
限
額
を
７
万
５
０
０
０
円

増
額
し
、合
計
額
37
万
５
０

０
０
円
と
し
た
。新
年
度
で

７
件
の
申
請
が
あ
り
、所
有

者
の
危
機
意
識
の
高
さ
が
う

か
が
え
る
。

　

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
未
除

去
所
有
者
に
は
通
知・訪
問

で
、推
進
を
図
り
た
い
。

　
　 答

問

通
学
路
「危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
」の

　
　
　

解
消
の
た
め
、
補
助
金
の
増
額
を

危
険
ブ
ロッ
ク
塀
の
未
除
去
所
有
者
に
は

　
　
　
　

  

通
知・訪
問
で
、推
進
を
図
り
た
い

町
長

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
で
水
道
料
金
免
除
と

　
　
　
　
　
　

休
校
中
の
準
要
保
護
児
童
の
学
校
給
食
支
援
を

今
後
の
経
済
状
や
景
気
状
況
を
踏
ま
え
、

　
　
　
　
　
　

  

期
間
限
定
で
検
討
し
た
い

町
長

今
後
の
国
の
補
正
予
算
の
動
向
、

　
　
　
　
　
　

  

近
隣
市
町
村
の
対
応
等
で
判
断
し
た
い

　
　

仙
台
市
を
始
め
、近
隣

　
　
市
町
が
住
民
生
活
や
事

業
者
の
経
済
活
動
の
支
援
策

と
し
て
取
り
組
む
水
道
基
本

料
金
の
減
免
を
本
町
で
も
行

う
考
え
は
。

　
　
町
長　
４
月
か
ら
令
和

　
　
５
年
３
月
ま
で
の
36
カ

月
、基
本
料
金
の
５
０
０
円

を
軽
減
し
た
。今
後
の
経
済

状
況
や
景
気
状
況
を
踏
ま
え
、

期
間
限
定
で
検
討
し
た
い
。

　
　
休
校
に
伴
う
要
保
護
世

　
　

帯
の
給
食
費
は
、厚
労

働
省
通
達
で「
臨
時
休
業
に

伴
う
家
庭
で
の
昼
食
は
、通

常
予
測
さ
れ
る
需
要
で
は
な

い
こ
と
に
鑑
み
、（
中
略
）返

還
を
求
め
な
い
こ
と
と
さ
れ

た
い
」と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

準
要
保
護
世
帯
の
学
校
給
食

費
の
取
り
扱
い
も
、同
様
に

対
応
す
る
考
え
は
。

　
　
教
育
長　
今
後
の
国
の

　
　

補
正
予
算
の
動
向
、近

隣
市
町
村
の
対
応
等
で
判
断

し
た
い
。

　
　

問

問

答

答

歌　川　　渡
う  た   が   わ 　　  わ  た  る

し
ら
か
し

か
ん
が

教
育
長

子ども達の笑顔が一番なのですが

いつになったらこの光景が
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春
休
み
明
け
の
４
月
８
日

以
降
も
、学
校
休
業
に
よ
り

午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
30

分
ま
で
の
利
用
時
間
と
な
っ

て
い
る
。児
童
の
利
用
状
況

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
に
対
す
る
保
護

者
の
ご
理
解
や
協
力
に
よ
り
、

児
童
の
利
用
人
数
は
、４
月

の
平
日
の
利
用
平
均
は
63
％

で
あ
る
。通
常
よ
り
３
割
以

上
少
な
い
利
用
人
数
と
な
っ

て
い
る
。

　

夏
休
み
の
活
動
は
、３
密

防
止
や
自
宅
で
の
検
温
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
を
継
続
し
つ
つ
、例

年
行
事
な
ど
は
指
定
管
理
者

と
協
議
を
し
て
い
く
。

これも議会の仕事ですこれも議会の仕事です

　
６
月
１
日
か
ら
の
学
校
再

開
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
な
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね

て
き
た
。補
習
計
画
と
事
業

計
画
は
。

　
一つ
目
は
、指
導
要
領
の
標

準
時
数
と
標
準
内
容
を
踏
ま

え
て
柔
軟
に
対
応
す
る
。

　

　

二
つ
目
は
、学
年
が
進
級

し
て
も
困
ら
な
い
単
元
や
題

材
を
精
選
し
、そ
の
効
果
的

な
指
導
の
仕
方
を
検
討
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

三
つ
目
は
、学
校
の
文
書

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、学
級
懇
談

会
等
に
お
い
て
、休
校
に
伴
っ

た
未
履
修
の
部
分
の
取
り
組

み
を
説
明
を
す
る
。校
長
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、学
級
懇

談
会
で
各
担
任
が
説
明
責
任

を
果
た
す
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

四
つ
目
と
し
て
は
、児
童

生
徒
や
教
職
員
の
過
重
な
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
計
画

を
し
て
い
る
。

　

現
在
、補
習
授
業
の
予
定

と
し
て
は
、夏
休
み
期
間
の

７
月
21
日
、22
日
、27
日
、28

日
、29
日
、30
日
、31
日
。秋
休

み
期
間
の
10
月
12
日
、13
日
、

14
日
。合
わ
せ
て
10
日
間
を

考
え
て
い
る
。

　

　
５
月
28
日
に
振
り
込
ま
れ

た
件
数
は
、対
象
世
帯
６
７

３
５
世
帯
に
対
し
て
５
５
９

８
世
帯
分
で
、申
請
比
率(

振

り
込
率)

83
％
で
あ
る
。内
訳

は
郵
送
受
付
分
が
５
５
７
４

件
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
し
込

み
が
24
件
で
あ
る
。　

 

感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金

は
、国
の
緊
急
事
態
宣
言
を

踏
ま
え
、県
が
令
和
２
年
４

月
25
日
か
ら
同
年
５
月
６
日

ま
で
の
期
間
、対
象
事
業
者

に
対
し
、施
設
の
使
用
停
止

等
の
休
業
要
請
や
飲
食
提
供

時
間
の
短
縮
要
請
を
行
っ
た
。

そ
の
要
請
に
協
力
を
し
た
事

業
所
に
対
し一
事
業
所
あ
た

り
30
万
円
を
給
付
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
受
付
開
始
か
ら
５
月
28
日

ま
で
に
申
請
が
あ
っ
た
件
数

は
24
件
で
あ
る
。

　

そ
の
他
産
業
課
で
は
、緊

急
融
資
等
の
認
定
証
の
発
行

業
務
や
窓
口
、電
話
ま
た
直

接
事
業
所
を
訪
問
し
て
制
度

の
説
明
や
相
談
等
も
行
っ
て

お
り
、今
後
も
引
き
続
き
行
っ

て
い
く
。

　
　

　

　

現
在
、地
域
防
災
計
画
や

避
難
所
運
営
マ
ニュア
ル
を
作

成
し
て
お
り
、そ
の
中
に
防

疫
と
い
う
項
目
が
あ
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

し
て
の
対
応
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。平
成
27
年
３
月
に

策
定
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
を
参

考
に
、避
難
所
運
営
の
別
冊

と
し
て
コ
ロ
ナ
対
策
の
マ
ニュ

ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
。

ｺﾛﾅ
 対策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　

感
染
症
対
策
特
別
委
員
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

対
策
状
況
下
に
お
け
る

　
　

災
害
発
生
へ
の
備
え
は

防 

災 

対 

策 

室

中
小
企
業
へ
の

　
　

支
援
事
業
等
の
現
状
は

産　

 

業 

　

課

５
月
28
日
に
町
の
対
応
を

　
　
　
　
　

担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け
た

長 

寿 

社 

会 

課

特
別
給
付
金
の

　
　
　

申
請
、
給
付
状
況
は

子
ど
も
未
来
課

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

　
　

状
況
と
夏
休
み
活
動
は

教 

育 

総 

務 

課

６
月
か
ら
の
学
校
再
開
と

 

夏
休
み
中
の
授
業
計
画
は

窓口を一本化

地域防災計画を参考に

間隔を取っての授業

み
り
し
ゅ
う

児童の声を聞きました

Ｑ　学校が長期休みの生活は。

Ｑ　楽しかったことは。

Ｑ　６月から学校が始まりましたが、感想は。

Ａ　朝ご飯を食べた後は、宿題やお
　風呂掃除、皿洗いなどをしました。
　その後、バスケットボールやラン
　ニングをしました。家庭訪問の度
　に、宿題が多くなった。

Ａ　いつもは７時に起きていたが、
　休みになってからは６時に起きて、
　じいちゃんと一緒にごみ捨てをし
　たり、朝ご飯のお手伝いをしたりし
　ました。その後、宿題をしました。

Ａ　家族で鬼ごっこしたり、友達とオ
　ンラインゲームでしゃべったりし
　たので楽しかった。

Ａ　宿題がいっぱいあったので退屈
　しなかった。ゲームで妹や家族と
　楽しんだ。

Ａ　学級がＡクラス・Ｂクラスに分
　かれたので、あまり話さない友達
　とも話をすることができました。で
　も、好きな友達と別れたので寂し
　かった。

Ａ　Ａ・Ｂに分かれたので、いつも
　あまり話さない人とも話せるよう
　になった。友達が増えて良かった。

Ｑ　運動会が中止になりましたが。
Ａ　６年生最後の運動会だったの
　で、とても悲しかった。

Ａ　家族で楽しみにしていたので、
　とても残念でした。はだしっ子祭り
　ができればいいと思っています。

Ｑ　小学校最後の６年生として。
Ａ　中学校では遅れを取りたくない
　ので、運動しながら勉強もしっかり
　頑張りたいと思います。テストも１
　００点取りたいと思います。

Ａ　中学校に入って、勉強が遅れな
　いようにしっかり勉強したい。また、
　友達とも遊びたい。最後なので、
　充実した６年生を送りたいと思い
　ます。

   渡邊　空くん
汐見小学校６年

わたなべ　   そら
長谷　優花さん
汐見小学校６年

ながや        ゆうか

Ｑ　
今
現
在
の
登
録
者
数
は
。

Ａ　

長
期（
夏
休
み
や
冬
休

み
な
ど
）を
含
め
て
、全
登
録

者
は
65
名
で
す
。

Ｑ　
学
校
が
長
期
間
休
み
に

な
り
、支
援
員
の
対
応
は
。

Ａ　
午
前
８
時
か
ら
午
後
６

時
30
分
ま
で
の
長
時
間
で
し

た
が
、支
援
員
同
士
の
協
力

に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
防
止
と
し
て
の
心
配
り
は
。

Ａ　
基
本
的
に
は
、検
温
や
マ

ス
ク
の
着
用
、対
面
で
の
会

話
や
食
事
は
し
な
い
、こ
ま

め
な
手
洗
い
と
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
、時
間
ご
と
の
換
気
な

ど
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。

Ｑ　
こ
れ
か
ら
は
暑
い
日
が

続
き
ま
す
が
、熱
中
症
へ
の
対

応
は
。

Ａ　

十
分
な
水
分
補
給（
水

筒
持
参
な
ど
）や
エ
ア
コ
ン
の

活
用
、運
動
時
は
マ
ス
ク
を

し
な
い
な
ど
で
対
応
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

ま
だ
、終
息
の
見
通
し

が
分
か
ら
な
い
よ
う
で
す
が
。

Ａ　
い
ま
も
、毎
日
、毎
日
、緊

張
の
連
続
で
す
。

　
保
護
者
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
あ
り
、本
当
に
助
か
っ
て

お
り
ま
す
。

支
援
員
さ
ん
に

　

現
場
の
声
を
聞
き
ま
し
た

まつかぜ放課後児童クラブ
支援員　菅原　まなみさん

すがわら

月日
第1回  5/18～5/23
第2回  5/25～5/28
第3回  5/29～6/4

第5回  6/12～6/18
第4回  6/5～6/11

第6回  6/19～6/25
合計

5,598
   541
   311
94
87
23

6,654

申請受付件数 申請率
83％
91％
95％
97％
98％
98％

振込日
5/28
6/4
6/11
6/18
6/25
7/2
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⑯

詳しくは議会事務局まで　℡357-7435
または、町ホームページ「町民便利帳」を
ご覧ください。
 http://www.shichigahama.com

議会を監視するのはみなさんです。

－次の９月会議は９月１日開会予定です－

今回
の表
紙

　　　今回の表紙は、七ヶ浜中学校２年生でＮａＮａ５９３１
　でも活躍している、佐々木莉玖斗くんの下校風景です。

編
集
後
記

　
今
回
の
編
集
に
あ
た
り
、

表
紙
写
真
の
撮
影
に
は
大
変

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。学

校
は
休
校
解
除
に
な
り
ま
し

た
が
、果
た
し
て
、学
校
部
外

者
が
、特
段
の
配
慮
は
す
る

も
の
の
出
入
り
を
し
て
良
い

も
の
な
の
か
と
。そ
こ
で
、菖

蒲
田
海
水
浴
場
の
様
子
を
と

思
い
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら

今
年
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、日
常
や

風
景
が
様
変
わ
り
し
、未
だ

先
が
見
え
な
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。皆
さ
ん
が
安

心
し
て
生
活
が
送
れ
ま
す
よ

う
に
、微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、議
員
と
し
て
精一杯
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
秀
和

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委 

員 

長
　
佐
藤
　
　
衞

　
副
委
員
長
　
遠
藤
　
久
和

　
広
報
分
科
会
　
佐
藤
　
直
美

　
　
　
　
　
　
小
林
　
倫
明

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
秀
和

　
　
　
　
　
　
木
村
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
熊
谷
　
明
美

　
　
　
　
　
　

発
行
責
任
者

　
議
　
　
長
　
岡
﨑
　
正
憲

さ  さ  き  り  く  と

町民の皆さんの反応は？

今後の目標は？

町や議会への要望

「聞き書き七ヶ浜」を作成したきっかけは？

　今回は、七ヶ浜の昔話や方言、震災の話などを地元の方々から
お話を聞き「聞き書き七ヶ浜」として小冊子を作っている阿部美紀
さん、阿部大介さんを紹介します。

阿部大介さん
(神社巡り・印刷担当)

あ    べ  だいすけ

美紀さん　震災後、町社会福祉協議会に勤務していました。被災者
支援施設「きずな工房」で見守りをしていたときに、利用者さんとの
会話で出てくる昔話や方言、屋号などが面白く、興味深かったのでノ
ートに書き留めていました。一冊にまとめて見てもらうつもりでいまし
たが、あまりにも情報量が多く、何回かに分けて発行しました。

美紀さん　きずな工房の利用者さんたちは、自分たちの話が活字に
なったのが面白かったようです。冊子を読みながら、昔のことが蘇って
思い出話しが盛り上がり、皆さん生き生きとしている姿が印象的でし
た。号数が進むにつれ、人伝えに「読んでみたい」と言われることが多
くなった頃、ご縁があって町の図書センターに置いてもらえることにな
りました。

美紀さん　この冊子の発行を地道に続けていくことです。もうひとつ
は、現在、仕事で「七ヶ浜の食」について町民の皆さまから聞き取りを
行っており、七ヶ浜で食べられてきたものの情報を収集し、食材や調
理法、思い出話なども含めて一冊にまとめる予定です。

大介さん　町には、ようやく震災復興の道筋が見えてきた時期の新
型コロナ流行で、町民が新たに抱えた不安を和らげられるような施策
の執行を望みたいです。議会は、町政運営のチェックだけでなく、町
民が安心して暮らせるように住民と役場の間の橋渡しが大事な役割。
ＳＮＳ等を活用して、これまで以上にスピーディーな情報の収集と発
信を期待したいと思います。

あ    べ    み     き
阿部美紀さん
(編集・発行担当)

聞いてけさいん、話してけさいん。

　　　　　　　
　　　　　七

ヶ浜のいまむかし。

問１　国の第1次補正予算の地方創生臨時
　　交付金１兆円のうち、本町に交付され  
　　た金額は。

　　① 98万円   ② 908万円   ③ 9008万円

問２　子ども医療費(○○以下)を完全無料化
　　に。○に入るのは。

　　①  14歳　②  16歳　③  18歳

問３　特別定額給付金給付事業で国からの
　　本町への補助額は。

　　①　18億8001万円
　　②　18億5820万円
　　③　19億5407万円

応募方法：

あ  て  先：

締  切  り：

前号の答え：問1　②　問2　①　問3　②
当　選　者：及川幸一さん、福岡リウ子さん
　　　　　　佐藤美和子さん

<３つの中から選んでね>

ク イ ズ ？

　はがきにクイズの答え、氏名、住所、
年齢、議会へのご意見を書いてお送り
ください。（メール可）
　正解者の中から抽選で３人の方に図
書券を進呈します。
〒985-8577
七ヶ浜町東宮浜字丑谷辺５－１
　七ヶ浜町議会事務局　議会だより係
Ｅメール gikai@shichigahama.com
令和２年８月１５日（当日消印有効）

(汐見台南)
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